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生活科学習指導案
廿日市市立吉和小学校

指導者 湯原 玲子

第１学年 ２名 第２学年 ６名 計８名１．学 年

「秋とあそぼう」２．単元名

３．単元について

○児童観

児童は大変明るく好奇心旺盛である。外に出て活動したり物を作ったりするのが大好きで，

いつも活発に活動している。１学期には学校の周りや近くの公園，川に出かけ，遊びを通して

自然と親しんできた。子どもたちは 「初めて行った 「こんな楽しいところがあったんだね」， 」

と興味をもち，学校から帰った後にも家の人とまた遊びに行っている様子だった。少しずつ，

知らなかった地域のよさを見つけることの楽しさを味わってきているようだ。

２学期になり，校庭や公園でいろんな虫が鳴き，秋らしい草花も見られるようになってくる

と，児童は家の近くになっていたアケビやクルミを持ってきたり，カマキリのたまごを見つけ

たり，自主学習で見つけた秋をカードに書いてきたりして，紹介してくれるようになった。し

かし，たくさんの恵まれた環境に囲まれながらも子どもたちの遊びは室内が多く，自然物を使

って遊んだり，自然物を利用して遊び道具や生活を楽しくするものを作ったりした体験はあま

りないのが現状である。

○単元観

本単元は，学習指導要領の内容（３ （５）を受けて設定した。季節の移り変わりを体感で）

きる場所に継続的に出かけて遊んだり，自然や町の様子の変化を探したりする活動を通して，

自分たちの身の回りの季節の変化に気付き，これからの季節の変化に関心や期待をもつことが

できることをねらいとしている。秋の自然物や探検に行った場所の環境を活用して遊ぶ中で，

友達と協力しあってよりよいかかわりがもてるであろう。さらに，自然にかかわる活動を繰り

返すことは，問題意識をもって自然を観察するといった積極的なかかわり方が期待でき，地域

の自然にいっそう親しみをもつことができる。

○指導観

学習を進めるに当たってはまず，自然に囲まれた豊かな環境を生かし，学校の周りや身近な

公園へ出かけ，自然の中で遊びながら季節の変化を感じ取らせたい。特に秋の自然体験を大切

にするために，体全体を生かした諸感覚によるビンゴゲームを活動に取り入れる。児童は自然

と直接かかわる体験の中で，何がどう変わっていくのかを目で見たり触ったりして，新しい発

見をしていくと考えられる。その中で，繰り返し観察して考えを深めたり，疑問をもって調べ

ようとしたりし，活動を広げていくだろう。疑問に思ったことを調べることができるよう，図

書を配置するなど，教室環境も整備しておく。

次に，二回目の探検時には自分なりのこだわりをもって活動ができるように，目的意識をも

。 ， 。って探検に臨ませる そのためには 探検の後の相互評価や振り返りの時間を大切にしていく

発見したことを共有する時間をもち，考えを交流することによって，自分では気付かなかった

ことに気付かされたり，友達の発見に対して「なぜ」と考えをつなげたりすることも考えられ

る。

さらに，子どもたちが探検の中から考えたことを再構築し，表現する場を大切に扱っていき

たい。これまでの秋見つけ探検の中での児童の思いやこだわりを大切にしながら，探検の振り

返りを通して気付いたこと，考えたことなどを友だちに自分の選んだ表現方法で伝え合う活動

を行う。児童が多様な表現方法を自分で選択できるように，これまでに他教科で制作した作品

を掲示しておく。児童は他教科で培った知識や技能を生活科の表現活動に関連させ生かすこと

ができるであろう。本時の発表会による交流場面では，発表を聞くだけでなく「付け加えたい

こと 「聞きたいこと 「よく分かったこと」と焦点を絞った話し合いを仕組み，秋の事象に」 」

ついての気付きを深めたり互いのよさに気付かせたりしていく。
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４．単元の目標

○季節の移り変わりを体感することができる場所に継続的に出かけて遊んだり，観察したり

する活動を通して 季節の変化に気付き，地域の自然と親しむことができるようにする。,
○問いかけをもって自然にかかわり，秋の事象について分かったことを工夫して発表するこ

とができる。

５．単元の評価規準

【 学習指導要領の内容 （３）地域と生活（５）季節の変化と生活 】

ア 生活への関心・意欲・ イ 活動や体験についての ウ 身近な環境や自分につ
態度 思考・表現 いての気付き

地域の人々や様々な場所に 地域の人々や様々な場所と 自分たちの生活は，地域の
親しみをもってかかわり， 適切にかかわることや，安 人々や様々な場所とかかわ
自分の生活を広げようとし 全に生活することについて りをもっていることが分か

内容の ている。 〔内容（３ 〕 考え，それを表現すること っている。 〔内容（３ 〕） ）
。 〔 （ ）〕まとま ができる 内容 ３

りごと
の評価 身近な自然を観察したり季 四季の変化や季節に応じ 四季の変化や季節によって
規準 節や地域の行事にかかわる て，自分たちの生活を工夫 生活の様子が変わることに

。〔 （ ）〕活動をしたりしようとして したり楽しくしたりでき 気付いている 内容 ５
。 〔 （ ）〕 。 〔 （ ）〕いる 内容 ５ る 内容 ５

単元の 身の回りの自然，町の様子 自分たちで発見した町の秋 自分の町の様子が季節によ
評価規 に関心をもち，季節の変化 の様子を表現することがで って変化していることが分
準 を感じとろうとする。 きる。 かり，気に入った場所で観

察したり遊んだりすること
が楽しいことに気付く。

①身近な自然を観察したり ①校庭や学校のまわりの秋 ①自然での遊びや観察を通
生活の様子を振り返った を探したり，見つけた秋 して，季節が秋に変化し
りしながら，秋への変化 を絵や文に表したりする ていることに気付いてい
を探そうとしている。 ことができる。 る。

学習活 ②めあてを新たにもちなが ②公園の環境や秋の自然物 ②季節によって遊びや生活
動（小 ら，地域の探検を楽しも を生かして遊ぶなど，自 の様子が変わること，公
単元） うとしている。 然や季節にかかわる楽し 園での遊びの楽しさに気
におけ み方を工夫することがで 付いている。
る具体 きる。
の評価 ③自分や友達の見つけた秋 ③観察したことや調べて分 ③秋の自然の不思議さや面
規準 の様子に関心をもち，地 かったこと，楽しかった 白さに気付いたり，自分

域の自然にこれからも進 ことなどを自分の選んだ や友達の表現のよさに気
んでかかわろうとしてい 方法で表現することがで 付いている。
る。 きる。

（全１６時間）６．指導と評価の計画

第１次 秋みいつけた！（４時間）

第２次 よしわの秋をさがしにいこう！（８時間）

第３次 教えてあげるよ！よしわの秋（４時間）

小 小単元の目標と主な学習活動 評 価
単
元 ◎ねらい ・評価の視点

○学習活動 （ ）評価方法

◎学校や身のまわりの秋に関
心をもち，秋を探し楽しむ
ことができる。 ・校庭や学校の周りの自然に目を向けて季節の変

化を見つけようとしている。 （行動・対話）１
○秋の自然や暮らしなどの様 ・食べ物・衣服など生活の中での季節の変化を探秋

。 （ ）み 子を見つけて発表する。 ア① そうとしている 対話・カード
○初夏の散歩を思い出し，秋 ・夏との違いという視点をもって秋の事象を探そい
の散歩の計画を立てる。 うとしている。 （行動・カード）つ

け
○五感を使って校庭や学校の ・自分の見つけた秋の様子を話したり，カードにた

。 （ ）④ 周りで秋探しをする。 イ① 書いたりしている 対話・行動・カード
・みつけた物を利用して作ったり遊んだりしてい

小単元に

おける具体

の評価規準

と の 関 係
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○見つけた秋を絵や文でカー る。 （行動・作品）
ドに書き紹介する。 ・秋の自然を利用した活動や遊びを友達と楽しん

でいる。 （行動・会話）
○自分たちでビンゴを作り， ・生き物や草木に関心をもち，秋の自然の様子に
秋見つけビンゴをする。 気付いている。 （カード）

ウ① ・新しく見つけたこと，気付いたこと，工夫した
○もっと違う秋の様子を見つ ことを発表している。 （発表）
けて，友だちに紹介する。 ・自然や生活の様子が変わったことに気付いてい

。 （ ）る カード・会話

◎町の秋の事象に関心をもち
調べたり遊んだりすること
ができる。

○季節の変化を予想し，秋を ・春や夏の探検時にはなかったものを予想し，見２
。 （ ）よ 探す計画を立てる。 てこようとしている カード・会話

， ，し ・自分なりのこだわりをもって 自然にかかわり
○サービスエリアに行き，体 ア② 秋見つけ探検を楽しんでいる （行動・会話）わ 。
全体で秋の自然を楽しみな ・次の探検でしたいこと，見つけたいことなどがの

。 （ ）秋 がら遊ぶ。 ある カード・会話
・自分が関心をもった場所や動植物についてもっを
と詳しく調べようとしている （行動・対話）さ 。

○遊んで楽しかったこと，発が
見したこと 気付いたこと ・見つけたいものや見つけることができそうなもし ， ，
調べたことなどを絵や文に のを考えて準備している。 （行動・会話）に
書く。 ・諸感覚を使って秋探しをしたり，楽しく遊んだい

イ② りしている。 （行動・カード）こ
・秋の自然物や公園の環境を生かしてどんな遊びう

。（ ）⑧ ○１回目の探検を振り返り， ができるか考えたり試したりしている 行動
探検の目的をはっきりさ ・自分が考えた遊びや見つけたものを友達に話し

。 （ ）せ，２回目の探検を計画し ている 会話
実施する。 ・見つけた自然物を遊びに使ったり，作ったりし

。 （ ）て遊んでいる 行動・作品

・木の実や落ち葉があること，それらを観察し新
たな発見をしたり遊びに使ったりすると楽しい

。 （ ）ことに気付いている 行動・対話・作品
ウ② ・春や夏の頃と公園の様子や自然が違うことが分

かっている。 （会話・カード）
・この時期ならではの遊びの楽しさや発見できる

。 （ ）ものに気付いている 行動・対話・カード
◎探検で発見した秋の自然の
様子や調べて分かったこと
を紹介する。

３
○秋の自然の様子を紹介する ア③ ・見つけた秋の様子を自分なりの方法で表現しよ教

。 （ ）え 会を計画する。 うとしている 行動・作品
・友達の発表したことに関心をもち実物を見て確て

。 （ ）あ ○自分の選んだ表現方法で発 かめている 行動・つぶやき・発表
表する準備をする。げ

・分かったことや思ったことを自分の選んだ方法る
。 （ ）よ ○探検で発見して自分がこだ でまとめている 発表・作品

わって調べてきたことにつ イ③ ・地域の季節の様子を振り返りながら，自分の思！
いて，分かったことや楽し いや考えを表現している。 （発表・作品）よ
かったことを発表する。 ・自分の気付きと比べながら友達の発表を聞き，し

。（ ）わ ・・・本時 付け加えや分かったことを話している 発表
・秋の動植物の特徴を知り，不思議さや面白さにの

。 （ ）秋 ウ③ 気付いている カード・発表
・自分や友達の発表の工夫や発見のよさに気付い④

。 （ ）ている カード・発表
・町には様々な自然があることや探検した場所が
もっと好きになったことに気付いている。

（ ）カード・会話
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（全１６時間）７．単元構想図

生活へ・後の学習へ

教えてあげるよ！ よしわの秋 ④

○「よしわの秋 大はっけん！！

はっぴょうかい」か

○みんなに楽しくつたえようか

わ

○秋たんけんをふりかえってり

の

「 （ ）」深 国 きのこ工場の見学 ２年

「わたしのはっけん（１年 」ま ）

道「どんぐり」り

よしわの秋をさがしに行こう ⑧

○サービスエリアへ行こう！

パート２

国「かんじたことを」○サービスエリアへ行こう！

～詩・川柳作り～パート１

図「秋のものをかこう」○探検の計画を立てよう

「うつしてあそぼう」

行「吉和文化祭」

生「大きくそだて （いもほり大会）秋 みいつけた ④ 」

算「長さ（２年 」○みんなで作った ）

「 より大きい数（１年 」秋ビンゴ大会 10 ）

学「おいもパーティーをしよう」○秋見つけビンゴをしよう

音「虫のこえ」○学校の周りを歩いてみよう

道「にちようびのさんぽみち」

英「フルーツビンゴ」

行「遠足（立野キャンプ場 」）

気付きの深まり

行：学校行事

英：英語活動

サービスエリアは

変わったかな？

行ってみたいな。

もう１度

確かめに行こう

こんなの作ったよ

アセビの食べ方を

聞いてきたよ。

どうやって

伝えようかな。

きれいな色の葉っぱだ。

。葉っぱを踏むとカサカサいうね

岩の上に寝ると

いい気持ちだ。

。葉っぱのふとんだね

木の実がいっぱい。

種もあるよ。

。秋をいっぱい見つけたね

今度は冬見つけだね。

虫が～に

いたよ

２回目の探検では

・・が違ったよ

種が飛ぶところを見たよ。

ヤマブドウの実で作ったよ。
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８．本時の展開

（１）本時の目標

自分のこだわって調べた吉和の秋の自然について紹介し合い，秋の自然の特徴，自分や

友達のよさに気付くことができる。

（２）準備物

（児童） 発表に必要なもの

（指導者） 今までの探検の写真 歌詞カード オルガン 振り返りカード

（３）学習の展開

学習活動と主な発問 ◇指導上の留意事項 評価規準

◆ ＜評価方法＞「努力を要する」状況と判断した児童への手だて

１ 「はっぱのおへや」の歌 ◇これまでの探検の楽しかった様子を．

を歌う。 想起させる。

２．探検振り返りクイズをす ◇クイズで導入し，興味をもって活動

る。 に入れるようにする。

。・何をしている写真でしょう

３．本時のめあてをつかむ。

よしわの秋 大はっけん！！ はっぴょう会をしよう

４ みんなに伝えたい発見を ◇友達の発表を聞きながら，自分と同． ，

自分なりの表現方法で発表 じところや，違うところがあると思

する。 ったら進んで発言するように促す。

・自分の見つけた秋の・発見したこと ◇互いの気付きを関連させることがで

動植物の特徴や楽しか・遊びながら気付いたこと きるよう，話し合いの焦点を絞る。

ったことなどを伝える・調べて分かったこと ◇友達の発表したことを確かめること

ことができる。ができるよう，実物に触れさせる。

イ③◆ 気付きや表現を肯定的に評価する。

＜作品＞発表者に問いかけながら，自分のし

＜発表の様子＞たことや気付きを引き出す。

＜振り返りカード＞

５．本時の振り返りを振り返 ◇①自分の発見について②友だちの発

・自分や友達の発表やりカードに書く。 見について③自分ができるようにな

活動のよさ，秋の自然ったことについて書かせる。

の事物の特徴に気付い◆友達の発表から何が分かったか，自

ている。分のがんばったことなどを対話によ

ウ③り振り返らせる。

＜発言＞６．次へのめあてをもつ。 ◇これからも，吉和の自然の様子を発

＜振り返りカード＞見していこうと促す。


